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Recently, many Japanese universities are requiring their first year students to take a basic 
introductory seminar (or `zemi` in Japanese) as a required course. Generally, the course runs for 
six months to one year, and all have a similar content. 
In the basic seminar, the student learns about university life and how to benefit most from it, 
how to choose courses and specialty courses, and about participating in clubs, and so on. 
However, only the more progressive universities have seminars offering career counseling. A 
program of career counseling gives the student an organized and coherent plan of action towards 
school life, and allows the student to make independent decisions based upon their own 
examination of their own life and the courses available to them at the university.  
The modern world is increasingly diversified and complicated, and a wide range of value 
systems compete with each other, providing a choice of alternative life styles. If universities do 
not give precis e and comprehensive lesson advising students on the options available to them, 
they will have difficulties making a fully informed and suitable decision on their future.  
Because of the current environment of job shortages, many people have entered univers ity to 
postpone the task of finding a job. In addition, there are many students who failed to enter one of 
their preferred universities, and were forced to enter a lower preference university. These two 
factors result in students often lacking in motivation and a will to learn. 
Faced with this challenge, career counseling has become increasingly necessary. This paper 
will examine methods of organizing career counseling in freshman seminars, and discuss the 
contents of such a program.   
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を整理すると第 1 図表のようになる。  
 
第１図表 「進路指導」と「キャリアカウンセリング」の差異  
進 路 指 導 項 目 キャリアカウンセリング 
進学か就職かの 




3 年次 時 期 ・1 年次から卒業まで  
・集団、個人面談 










計画、内容とも少ない  指導内容と計画 ・年次毎の計画的プログラムに 基づく 
生徒より教師の選択 









































































































   

























































































































































































心理状況  指導方向  指導方法 
     
自 己 不 信 感 
自己肯定感      
無 意 味 感      
自己 無 効 力 感      
→ 




自 己 像 の 再 認 識         
自 己 分 析 と 理 解         
自己改善法の理解         
     
能 力 不 信 感 
無 力 感      
失 敗 経 験      
劣 等 感      
→ 
学 習 方 法 の 獲 得         
自己啓発的の理解         
成 功 体 験 の 蓄 積         
→ 
興味関心事項の学習         
課題レポート作成         
ビデオ、参画授業         
     
授 業 不 信 感 
興 味 不 足      
不 適 応 感      
疎 隔 感      
→ 
内 発 的 動 機 付 け         
自 己 適 応 感         
充 足 感 、 一 体 感         
→ 
楽しく興味ある授業         
分 か り 易 い 授 業         
参 画 的 授 業         
     
将 来 不 安 感 
孤 独 感      
疎 外 感      
目標喪失感      
→ 共同体意識の理解         人 間 関 係 の 形 成         → 
ゼミ、クラブ活動         
共同研究、 討 論 、 発 表         
学年別目標の指導         
(H14年9月 不許複製 共栄大学 山田博夫) 
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キャリアガイダンスの第一歩でもある。  























とになる。その詳細については 4 章にて説明する。  












































































































・大学生活の過ごし方          
・自己と社会の関わり 









 （自己概念の明確化）     
・能力、適性診断テスト     
・希望職種と必要能力           
・職業適性と能力             
・他者理解能力             
・人間関係能力             
・自己啓発課題設定と 
  啓発的努力 
・資格取得促進             
・「人生探求」               
・「特別テーマ講座」 
 ・適職の発見、確認         
・適職の開拓、決定         
・進路情報の収集、活用 




















（不許複製 共栄大学 山田博夫）  
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ために 2、3 のことを仕掛けている。ひとつは B-5 の白紙を 2 箇所折り三角にし、大きく















者が 1 回休みにするとよい。強制的に話すことになるので、かえっていいようだ。2、3 回





















 No. （       ） 





ニ． 一定の財産があれば特に仕事につく必要はないといえよう  
ホ． 仲間と仲よく仕事をすることが職場で一番重要である  
ヘ． 仕事を通じて自分の能力、人格をみがくべきである 
ト． 若い時は苦労してでもつらい仕事に挑戦すべきである  
チ． 仕事を通じて社会に貢献することが、個人のことより大切だ 
リ． 自分の人生の目標をきめてから仕事につくべきである  
ヌ． 同じ仕事なら出来るだけ高給を得られる社会に変るべきだ  
ル． 働く限りは出来るだけ地位や権限を求めることも大切だ 
ヲ． 女性は職業生活より家庭生活を重視する方が望ましい  
ワ． 人間の能力は遅くとも三十代でみがかなければ遅すぎる 
カ． 仕事の他に趣味を持つことが人生の上に大切である 
ヨ． 遠い将来のことを考えながら現在の仕事に全力をつくすべきだ  










 対象者は昨年入学した、現在 2 年生の 170 名（回答者数。全体の 68%、H14 年 10 月実
施）の回答結果は第 5 図表のとおりである。（複数回答）  
 































第 5 図表 アンケート調査  大学志望動機について 
 















 入学当初の基礎演習（ゼミ）において、早い機会に 4、5 名のグループ単位でこのテー






















友達作り  や り た い 事 を 見 つ け る     









































     

































ある。その具体例は、第 7 図表のとおりである。 
勉 強 系  
遊 び 系  
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第 7 図表 行動計画書 
行動計画書（１） 
  １年 ２年 ３年 ４年 
語学 



































































































































る。   
 
 この行動計画書が、このまま 4 年間にわたり 100%実行されるとは考えにくいが、あと



































から 1、2 名のゲストを招き、発表へのコメントもいただくという演出も行っている。  


























第 8 図表 Ｈ14 年山田（博）基礎ゼミ 研究発表会スケジュール 
板倉 川島 金 野本 
6 月 4 日 
公務員とは？ 海外で働くには？ 電機業界の現状（会社、内容、問題点） 会社とは？ 
森田 亀山 桜沢 寺田 
6 月 11 日
ＩＴ産業について 良い仕事とは？ 中小企業の 経営方法  
自動車業界 
について  
内田 古澤 小林 菅又 
6 月 18 日
観光業とは？ ベンチャーとは？ 大企業と中小企業どちらが良いか？ 
公認会計士とはど
ういうものか？ 
林 山下 中村 関根 
7 月 2 日 
中小企業の特徴 福祉について 不動産業とは？ 大企業と中小企業どちらが良いか？ 
田口 小畑 新井 
7 月 9 日 
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